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欧⽶諸国は「中国で特許を出願しても⽇本で特許を出願しない」は本当に本当か？ 
 
本⽇の⽇本経済新聞によると、欧⽶諸国が⾃国で出願した特許を海外出願するとき、中国へ
特許を出願しても⽇本へは出願しない割合が増えてきた、とある。⽐較年度は 2008 年と
2015 年で、2015 年は最新の情報とはいえない。また、この２年のデータだけの⽐較で傾向
を論じることは正しいのであろうか？ 
 
今年の２⽉に内閣府が発表した「世界の特許出願件数の推移（後ろに貼付）」には、2007 年
から 2015 年（世界の特許出願件数）あるいは 2012 年から 2016 年（国別特許出願件数）の
推移が⽰されている。世界の特許出願件数は年を経るに従い増加しているが、これは中国の
特許出願件数が増加したためで、中国以外の国の出願件数には⼤きな変化は認められない。 
 
国別特許出願件数には各国に海外から出願された特許の⽐率も記してある。同資料中に⽰
された、⽇本、⽶国、欧州、韓国、中国での出願件数と、その出願件数に占める海外からの
出願件数の⽐較では、⽇本の出願件数は年を経るごとに微減であるが、海外からの出願件数
は⽇本経済新聞が報じるほどには急減はしていない（⽇本経済新聞の起点は 2008 年、内閣
府資料は 2012〜2016 年）。資料中には 2012 年からのデータしかないが、この傾向が⽇本
経済新聞の⽰した 2008 年まで逆にたどることができれば、⽶国籍出願⼈、欧州出願⼈の⽇
本で特許を出願しない割合は 2008 年を起点として 2015 年にそんなには増えていないこと
になる。 
 
以上、⽇本経済新聞と内閣府のデータ⽐較では、内閣府データが 2007 年以降の時系列であ
るの対して⽇本経済新聞では 2008 年と 2015 年の点の⽐較である。内閣府の資料からは
2012〜2016 年に海外から⽇本への出願件数に⼤きな変化はないが、⽇本経済新聞の記事に
従えば、2008 年には 2012 年と⽐較して、欧⽶諸国からははるかに多くの出願がなされて
いたことになる。2008 年は海外からの特許出願が特に多かった年なのか？ それとも、本
当に、傾向的に欧⽶各国から⽇本への特許出願が急激に減少したということなのか？ 
 
参考までに、内閣府のデータの⼀部（⽇本）を拡⼤し次ページの左に⽰した。右側の図はさ
らにその⼀部を拡⼤したものである。⽇本経済新聞の 2015 年と内閣府の 2016 年のデータ
を⽐較するためである。2016 年には中国からの出願件数が急激に増えている。 
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